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（単位：千円）

本年計画
（①）

前年計画
（②）

増減
（①-②）

備 考

960 1,260 ▲ 300 代表取締役、役員（農作業・除雪など出勤分）

20,042 16,378 3,664 常勤職員 1名雇用、最低賃金引上げに伴う賃上げ

9,421 5,912 3,510 臨時雇用職員 コスモスの館受託分増、最低賃金引上げに伴う賃上げ

2,950 2,430 520 社会保険料、常勤職員1名増

1,953 1,018 936 中退共前倒し、大型免許取得2名 64万

3,447 2,954 493 消費税ほか

2,859 3,039 ▲ 180 電気、水道代、ガス、灯油

123 159 ▲ 36 取締役会旅費 BG会議出張旅費

620 678 ▲ 58 電話、インターネット、コピー代、切手代

9 17 ▲ 8 チラシ印刷、折込

6 95 ▲ 90 前年実績ベースで試算

73 56 17 株主総会費用

1,068 1,173 ▲ 104
事業保険・自動車保険・施設来場者保険など 算定基
準年の売上減に伴う減

2,817 2,873 ▲ 56
［R6計画］農機具点検・修繕費90万、除雪修繕20万、指
定管理施設小規模修繕100万、施設点検40万ほか

1,263 958 305 ［R6計画］コスモスの館分増

137 167 ▲ 30 ヘリ農薬散布、その他事業外注費減

678 848 ▲ 171
JAライスセンター手数料8万、サイト手数料7.5万(たんぽ
り、特産品)、税理士23万、労務士13万など

2,360 2,178 182 燃料費、除雪作業量で試算

158 158 0 コピー機

85 92 ▲ 7 R5年実績並みで計画

316 342 ▲ 27 JA選果場27,5万、個人トラクター・個人乾燥機借上

525 221 304 ダスキン、ごみ処理費用など。値上げ、コスモス分増

300 509 ▲ 209 除雪作業による修繕（作業量より試算）

2,309 2,385 ▲ 76
レザコン3.7万、畦草刈り機6.3万、ハンマーモア31万、コ
ンバイン15万、軽トラ52万、ＰＣ7万、ダンプ63.6万、除
雪車11.5万、凍結防止剤散布機7.5万 ほか

78 78 0 R5年並みで計上

246 246 0 所得によって変動

7,547 6,127 1,420 苗、農薬、食材、買い物支援増分

62,349 52,348 10,000

103 154 ▲ 51

総 合 計

収入-支出

雑費

雑損失

減価償却費

貸倒引当金

法人税等

仕入

賃借料

宣伝広告費

接待交際費

会議費

損害保険料

修繕費

消耗品費

外注工賃

支払手数料

車両費

リース料

諸会費

通信費

2.支出の部

項  目

役員報酬

給与

賃金

法定福利費

福利厚生費

租税公課

水道光熱費

旅費交通費

有有限限会会社社かかみみんんぐぐささじじ  経経営営状状況況報報告告書書  

 

 

１１  法法人人のの概概要要  

（１）名 称  有限会社かみんぐさじ 

（２）目 的  和紙及び和紙加工品の生産販売 

（３）設立許可年月日  平成７年１０月２０日 

（４）設立登記年月日  平成７年１１月１日 

（５）資 本 金  ３，０００，０００円（うち鳥取市１，５５０，０００円） 

（６）役 員  代表取締役 岡村 寿則  他４名 監査役 ２名 

（７）事  務  所  鳥取市佐治町福園１４６番地の４ 

 

 

２２  令令和和５５年年度度事事業業概概要要  

今期は、ようやくコロナ禍が明け、景気も徐々に上向きになると思われたが、台風７号によ

る大雨災害に見舞われるなど、予測のつかない事態が起こった１年であった。また、来期から

も引き続き指定管理者として和紙生産伝習施設の運営をさせていただくこととなり、株主及び

地域からの期待に応えるため、より一層、和紙の未来に向けて事業を懸命に推進していきたい。 

部門別に見ると、今期は前期と比べて、紙生産部門が売上増となった。ただし、需要が安定

しているとは言えない状況にあるため、引き続き効率的な運営に努めていく。展示室・実習部

門は前期と比べ売上減となったが、鳥取砂丘の外来草を使った和紙製品の開発等を行い、これ

を着実に売上に繋げていくとともに、「因州和紙」ブランドを県内外へのアピールに繋げていき

たい。 

また、前期から引き続き後継者育成支援事業を活用して研修生１名を受け入れている。来期

で研修期間が終了となるため、紙漉き職人の後継者として今後に繋げていけるよう、現実的な

面も含めてサポートをしていく。 
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３３  令令和和５５年年度度決決算算書書  

 （１）貸借対照表（令和６年３月３１日現在） 

（単位：円） 

資資  産産  のの  部部  負負  債債  のの  部部  

科科  目目  金金  額額  科科  目目  金金  額額  

【【流流動動資資産産】】  88,,995577,,118833  【【流流動動負負債債】】  22,,442255,,331155  

現金 294,599 買掛金 245,362 

預金 2,655,424 短期借入金 450,000 

受取手形 1,506,426 １年以内返済長期借入金 150,000 

売掛金 330,602 未払金 919,812 

貯蔵品 3,923,932 預り金 66,341 

前払費用 171,200 未払法人税等 81,000 

未収入金 85,000 未払消費税等 512,800 

  
貸倒引当金 △ 10,000    

【【固固定定資資産産】】  667744,,773355  【【固固定定負負債債】】  33,,999999,,225533  

（（有有形形固固定定資資産産））  110099,,773355  長期借入金 3,999,253 

機械装置 46,629 
 

 
負負  債債  合合  計計  66,,442244,,556688  

工具器具備品 63,106 

  純純  資資  産産  のの  部部  

（（投投資資等等））  556655,,000000  科科  目目  金金  額額  

出資金 565,000 【【株株主主資資本本】】  33,,220077,,335500  

  資資本本金金  33,,000000,,000000  

（（利利益益剰剰余余金金）） 220077,,335500 

  その他利益剰余金 207,350 

  繰越利益剰余金 207,350 

純純  資資  産産  合合  計計 33,,220077,,335500  

資資  産産  合合  計計  99,,663311,,991188  負負  債債  ・・  資資  本本  合合  計計  99,,663311,,991188  

 

（２）損益計算書（令和５年４月１日から令和６年３月３１日） 

 （単位：円） 

科科  目目  金金  額額  

（営業損益の部） 
   

【売上高】 
   

売上高 
  

8,170,190 

【売上原価】 
   

期首棚卸高 
 

3,216,611 
 

仕入高 
 

1,238,395 
 

（合計） 
 

4,455,006 
 

期末棚卸高 
 

△3,923,932 531,074 

 
売売上上総総利利益益  

  
77,,663399,,111166  

【販売費及び一般管理費】 
  

1133,,775511,,001100  

 
営営業業利利益益  

 
△△66,,111111,,889944  

（営業外損益の部） 
   

【営業外収益】 

 受取利息  3  

受託手数料 
 

6,217,000 
 

雑収入 
 

1,638,093 7,855,096 

【営業外費用】 
   

支払利息 
 

13,866 
 

雑損失 
 

481,780 495,646 

 
経経常常利利益益  

  
11,,224477,,555566  

    
    

    

  
税税引引前前当当期期純純利利益益  

  
11,,224477,,555566  

法人税等  
 

81,000 

  
当当期期純純利利益益  

  
11,,116666,,555566  
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３３  令令和和５５年年度度決決算算書書  

 （１）貸借対照表（令和６年３月３１日現在） 

（単位：円） 

資資  産産  のの  部部  負負  債債  のの  部部  

科科  目目  金金  額額  科科  目目  金金  額額  

【【流流動動資資産産】】  88,,995577,,118833  【【流流動動負負債債】】  22,,442255,,331155  

現金 294,599 買掛金 245,362 

預金 2,655,424 短期借入金 450,000 

受取手形 1,506,426 １年以内返済長期借入金 150,000 

売掛金 330,602 未払金 919,812 

貯蔵品 3,923,932 預り金 66,341 

前払費用 171,200 未払法人税等 81,000 

未収入金 85,000 未払消費税等 512,800 

  
貸倒引当金 △ 10,000    

【【固固定定資資産産】】  667744,,773355  【【固固定定負負債債】】  33,,999999,,225533  

（（有有形形固固定定資資産産））  110099,,773355  長期借入金 3,999,253 

機械装置 46,629 
 

 
負負  債債  合合  計計  66,,442244,,556688  

工具器具備品 63,106 

  純純  資資  産産  のの  部部  

（（投投資資等等））  556655,,000000  科科  目目  金金  額額  

出資金 565,000 【【株株主主資資本本】】  33,,220077,,335500  

  資資本本金金  33,,000000,,000000  

（（利利益益剰剰余余金金）） 220077,,335500 

  その他利益剰余金 207,350 

  繰越利益剰余金 207,350 

純純  資資  産産  合合  計計 33,,220077,,335500  

資資  産産  合合  計計  99,,663311,,991188  負負  債債  ・・  資資  本本  合合  計計  99,,663311,,991188  

 

（２）損益計算書（令和５年４月１日から令和６年３月３１日） 

 （単位：円） 

科科  目目  金金  額額  

（営業損益の部） 
   

【売上高】 
   

売上高 
  

8,170,190 

【売上原価】 
   

期首棚卸高 
 

3,216,611 
 

仕入高 
 

1,238,395 
 

（合計） 
 

4,455,006 
 

期末棚卸高 
 

△3,923,932 531,074 

 
売売上上総総利利益益  

  
77,,663399,,111166  

【販売費及び一般管理費】 
  

1133,,775511,,001100  

 
営営業業利利益益  

 
△△66,,111111,,889944  

（営業外損益の部） 
   

【営業外収益】 

 受取利息  3  

受託手数料 
 

6,217,000 
 

雑収入 
 

1,638,093 7,855,096 

【営業外費用】 
   

支払利息 
 

13,866 
 

雑損失 
 

481,780 495,646 

 
経経常常利利益益  

  
11,,224477,,555566  

    
    

    

  
税税引引前前当当期期純純利利益益  

  
11,,224477,,555566  

法人税等  
 

81,000 

  
当当期期純純利利益益  

  
11,,116666,,555566  
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（３）販売費及び一般管理費（令和５年４月１日から令和６年３月３１日） 

 

      （単位：円） 

科科  目目  金金  額額  

給与手当 6,865,813 
 

賞与 185,000  

退職金 100,000  

法定福利費 752,231 
 

福利厚生費 129,432 
 

外注加工費 14,850 
 

通信費 208,565  

減価償却費 71,195 
 

保険料 6,500 
 

修繕費 303,981 
 

水道光熱費 1,428,105 
 

消耗品費 489,039 
 

租税公課 596,226 
 

荷造運賃費 108,437 
 

広告宣伝費 334,400 
 

支払手数料 20,247 
 

会議費 22,206 
 

貸倒引当金繰入額 3,000 
 

管理費 451,349  

リース料 75,240 
 

販売手数料 163,414 
 

寄付金 20,000 
 

雑費  1,401,780 
 

   

   
合合  計計  

  
1133,,775511,,001100  

 

 

 

 

 

 

（４）株主資本等変動計算書（令和５年４月１日から令和６年３月３１日） 

 株主資本 純資産合計 

資本金 利益剰余金 株主資本 

合計 その他利益 

剰余金 

利益剰余金 

合計 

繰越利益 

剰余金 

当期首残高 3,000,000 △959,206 △959,206 2,040,794 2,040,794 

当期変動額      

 当期純利益  1,166,556 1,166,556 1,166,556 1,166,556 

当期変動額合計 ― 1,166,556 1,166,556 1,166,556 1,166,556 

当期末合計 3,000,000 207,350 207,350 3,207,350 3,207,350 

 

４４  令令和和６６年年度度事事業業計計画画 

  かみんぐさじを取り巻く環境は依然として非常に厳しい状況にあり、世界情勢を含め予測ので

きない状況ではあるものの、各部門ともより一層、職員の意識向上を図り、国や県、市の補助事

業を積極的に活用しながら、生産販売の向上及び新商品開発を推進していく。また、あらゆる媒

体を利用して情報発信の機会を広げていくことで、販路拡大に向け努める。 

 

①抄紙部門 

【売上目標】５００万円 

  非常に厳しい受注状況であるものの、かみんぐさじの存在意義とも言える本部門については、

より力を入れて効率的に事業を推進していく。 

②展示室部門 

 【売上目標】２５０万円 

新商品開発や、販路開拓に取り組んだことで、徐々に取引先も増えてきつつある。鳥取砂丘

の外来草を使った和紙商品の生産・開発は注目度も高く、ブラッシュアップしながら継続させ

ていきたい。SNS等も活用してアピールし、売上へ十分に寄与しうる部門へと成長させていく。 

③実習部門 

 【売上目標】１３５万円 

  鳥取市内小学校の民泊事業に付随する体験実習に加え、より魅力を感じてもらえるようPRを

今まで以上に強化することにより、増収を図る。五しの里さじ地域協議会との連携による小学

校の団体受け入れや、体験内容を充実させることで、売上増加を見込む。 
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（３）販売費及び一般管理費（令和５年４月１日から令和６年３月３１日） 

 

      （単位：円） 

科科  目目  金金  額額  

給与手当 6,865,813 
 

賞与 185,000  

退職金 100,000  

法定福利費 752,231 
 

福利厚生費 129,432 
 

外注加工費 14,850 
 

通信費 208,565  

減価償却費 71,195 
 

保険料 6,500 
 

修繕費 303,981 
 

水道光熱費 1,428,105 
 

消耗品費 489,039 
 

租税公課 596,226 
 

荷造運賃費 108,437 
 

広告宣伝費 334,400 
 

支払手数料 20,247 
 

会議費 22,206 
 

貸倒引当金繰入額 3,000 
 

管理費 451,349  

リース料 75,240 
 

販売手数料 163,414 
 

寄付金 20,000 
 

 
 1,401,780 

 

   

   
合合  計計  

  
1133,,775511,,001100  

 

 

 

 

 

 

（４）株主資本等変動計算書（令和５年４月１日から令和６年３月３１日） 

 株主資本 純資産合計 

資本金 利益剰余金 株主資本 

合計 その他利益 

剰余金 

利益剰余金 

合計 

繰越利益 

剰余金 

当期首残高 3,000,000 △959,206 △959,206 2,040,794 2,040,794 

当期変動額      

 当期純利益  1,166,556 1,166,556 1,166,556 1,166,556 

当期変動額合計 ― 1,166,556 1,166,556 1,166,556 1,166,556 

当期末合計 3,000,000 207,350 207,350 3,207,350 3,207,350 

 

４４  令令和和６６年年度度事事業業計計画画 

  かみんぐさじを取り巻く環境は依然として非常に厳しい状況にあり、世界情勢を含め予測ので

きない状況ではあるものの、各部門ともより一層、職員の意識向上を図り、国や県、市の補助事

業を積極的に活用しながら、生産販売の向上及び新商品開発を推進していく。また、あらゆる媒

体を利用して情報発信の機会を広げていくことで、販路拡大に向け努める。 

 

①抄紙部門 

【売上目標】５００万円 

  非常に厳しい受注状況であるものの、かみんぐさじの存在意義とも言える本部門については、

より力を入れて効率的に事業を推進していく。 

②展示室部門 

 【売上目標】２５０万円 

新商品開発や、販路開拓に取り組んだことで、徐々に取引先も増えてきつつある。鳥取砂丘

の外来草を使った和紙商品の生産・開発は注目度も高く、ブラッシュアップしながら継続させ

ていきたい。SNS等も活用してアピールし、売上へ十分に寄与しうる部門へと成長させていく。 

③実習部門 

 【売上目標】１３５万円 

  鳥取市内小学校の民泊事業に付随する体験実習に加え、より魅力を感じてもらえるようPRを

今まで以上に強化することにより、増収を図る。五しの里さじ地域協議会との連携による小学

校の団体受け入れや、体験内容を充実させることで、売上増加を見込む。 
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５５  令令和和６６年年度度予予算算  

 (単位：千円)           

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

６６  令令和和６６年年度度入入館館者者見見込込みみ 

３，３００人 

収収  入入  のの  部部  支支  出出  のの  部部  

科科  目目  金金  額額  科科  目目  金金  額額  

事業収入 8,850  事業支出 1,300  

  抄紙  5,000  抄紙  500 

  展示室  2,500  展示室  800 

  体験実習  1,350 管理費 15,491  

受託料 7,941     

      

      

合 計 16,791  合 計 16,791  

一一般般財財団団法法人人鳥鳥取取市市農農業業公公社社  経経営営状状況況報報告告書書  

 
１１．．法法人人のの概概要要  

（１）名     称  一般財団法人鳥取市農業公社 

（２）目     的  農家の高齢化や後継者不足等に対応するため、農作業の受委託、農地

の保全管理、担い手の育成、特産加工品の開発普及、都市との交流、農

村文化の伝承事業等を行うことにより、地域農業の振興と農村地域の

発展に寄与することを目的とする。 

（３）移行認可年月日  平成２５年３月２８日 

            （財団法人鳥取市ふるさと農業公社設立許可年月日 

 平成８年３月２９日） 

（４）移行登記年月日  平成２５年４月１日 

            （財団法人鳥取市ふるさと農業公社設立登記年月日 

 平成８年４月５日） 

（５）基 本 財 産  金３０,０００,０００円（うち鳥取市出捐金２０,０００,０００円） 

（６）役     員  評 議 員：７名  理 事：７名  監 事：２名 

理 事 長 平 木 一 義 

            常務理事 山 本 茂 樹 

（７）事  務  所  鳥取市湖山町東五丁目２２８番地 

 

 

２２．．令令和和５５年年度度事事業業実実施施状状況況  

令和５年度は、事業計画に基づき農地中間管理事業による農地の借り受け、貸付け農地の保全、

農作業の受委託、農業機械の貸出、担い手農家及び農業後継者の育成確保、地域の特産品となる

農産物の生産、販売及び除草、除雪業務に取り組みました。 

鳥取市新規就農舎技術習得支援施設「とっとりふるさと就農舎」の委託管理を行い、農業体験

ほ場の栽培管理を行いました。 

小学生以上を対象に農業体験を通して農業への興味、関心を深めるための活動として、農業教

室「ふるさとアグリスクール」を開講しました。 

農業体験として、５月梨小袋かけ体験７人、６月梨大袋かけ体験１３人、７月ペルルメロン収

穫体験７６人、８月梨収穫体験１９人、９月ぶどう収穫体験６６人、１０月稲刈り体験３３人、

１１月生姜収穫体験２１人、１２月白ねぎ収穫体験２５人を行い、延べ２６０人の体験者があり

ました。 

また、鳥取県農業信用基金協会の職員４名の農業体験者を受け入れ、ぶどうの剪定作業の農業

体験を行いました。 

スマート農業に努め、ドローンによる水稲防除を行いました。 


